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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　建都院生３人が若手優秀発表

　　　賞／林原教授ら３人が優秀講

　　　演賞／森田教授に大学体育優

　　　秀教員賞／ＡＡＳＳＡ31人が

　　　エリアⅠ・Ⅱ視察／29年度入

　　　試終了

３面　産官学フォーラムで４教授が

　　　発表／ＦＤ講演会開く／ＰＭ

　　　研究会第４回シンポ／米国電

　　　気電子学会研究者ら新習志野

　　　キャンパスに

４面　デザイン科学科卒展／「リ・

　　　デザイン」演習作品展／法典

　　　西小にロボット出張

５面　定年退職される皆さん

６面　ＣＩＴものづくり作品発表会

　　　今回で終了／天文研がドーム

　　　館で星空教室

千葉工大生に企業期待
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
懇
に
119
社

就
職
活
動
　
本
格
ス
タ
ー
ト

　
会
社
説
明
会
が
３
月
１
日
に
解
禁
さ
れ
て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
就
職
戦
線
で
、
千
葉
工
大
生
に
は
企
業
の
こ
れ
ま
で

以
上
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
大
学
も
教
員
と
職
員
が
力
を
合
わ
せ
た「
教
職
協
働
」で
学
生
支
援

に
万
全
の
態
勢
を
取
っ
て
い
る
。
今
、
一
番
大
切
な
の
は
「
油
断
す
る
な
！
」「
準
備
を
し
っ
か
り
、
そ
し
て
動
け
！
」
だ
。

油断禁物「準備しっかり」

　
２
月
25
日
、
津
田
沼
キ
ャ

ン
パ
ス
で
昨
年
12
月
に
続
い

て
２
回
目
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
懇

談
会
が
開
か
れ
、
午
前
の
部

と
午
後
の
部
を
合
わ
せ
て
１

１
９
社
が
参
加
し
た
。
学
生

側
も
午
前
４
２
１
人
、
午
後

４
２
４
人
が
参
加
。
会
場
の

２
号
館
大
教
室
と
同
２
階
会

議
室
、
４
号
館
1
階
は
ど
こ

も
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
本

学
の
卒
業
生
を
招
い
て
、
就

職
希
望
者
に
有
益
な
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
も
ら
う
の
が
趣
旨

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
懇
談
会
。
こ

の
場
で
最
近
、
実
感
さ
れ
る

の
は
「
先
輩
自
身
が
感
じ
て

い
る
千
葉
工
大
に
対
す
る
企

業
の
期
待
感
」
だ
と
い
う
。

　「『
千
葉
工
大
卒
は
優
秀
だ

ね
』
と
会
社
内
で
言
わ
れ
る

先
輩
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ

が
企
業
の
千
葉
工
大
生
に
対

す
る
新
た
な
期
待
に
つ
な
が

っ
て
い
る
」（
就
職
課
ス
タ

ッ
フ
）

　

教
職
協
働
で

　

大
学
側
支
援

　
大
学
側
の
支
援
態
勢
も
充

実
の
度
を
増
し
て
い
る
。
そ

の
柱
が
「
教
職
協
働
」
だ
。

就
職
課
の
ス
タ
ッ
フ
が
各
学

科
の
教
員
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
重
ね
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
科
に
最
適
な
学
生
支
援

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
す
る
の
だ
。
就
職
課
の
ス

タ
ッ
フ
と
学
生
と
の
個
別
面

談
で
の
き
め
細
か
い
支
援
も

功
を
奏
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に

は
「
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
ー
・

フ
ェ
イ
ス
を
大
切
に
」
と
い

う
大
学
ト
ッ
プ
か
ら
発
せ
ら

れ
た
理
念
が
あ
る
。
教
職
員

と
学
生
、
大
学
と
企
業
の
担

当
者
同
士
の
直
接
交
流
こ
そ

が
真
の
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
、
高
い
内
定
率
を
も
た
ら

す
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
実
際
に
現
４
年
生
の
２
月

末
現
在
の
内
定
率
は
、
過
去

に
見
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
の

数
字
が
出
て
い
る
と
い
う
。

　
企
業
の
採
用
意
欲
は
相
変

わ
ら
ず
高
い
。
と
り
わ
け
論

理
的
な
思
考
が
で
き
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
た
工
科
系
学
生

へ
の
企
業
の
視
線
は
一
昨
年

よ
り
昨
年
、
昨
年
よ
り
今
年

と
熱
さ
を
増
し
て
い
る
。

　「
そ
れ
だ
け
に
、
こ
こ
で

の
油
断
は
禁
物
。
早
く
準
備

し
た
学
生
ほ
ど
、
早
く
結
果

に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
就
職

活
動
の
変
わ
ら
ぬ
真
実
な
の

で
す
」
と
、
就
職
・
進
路
支

援
部
の
福
江
聡
部
長
は
話
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
＊

　
就
職
委
員
会
・
就
職
課
は

３
月
15
、
16
、
17
日
、
今
年

第
１
回
の
合
同
企
業
説
明
会

を
開
催
。
さ
ら
に
４
月
、
５

月
に
も
開
催
す
る
ほ
か
、
随

時
、
個
別
企
業
説
明
会
を
開

く
予
定
。

メ
テ
オ
観
測
　臨
場
体
験

惑
星
探
査
ゾ
ー
ン
に
レ
プ
リ
カ

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ
リ
ア
Ⅱ

・
惑
星
探
査
ゾ
ー
ン
に
３
月

２
日
、
新
コ
ン
テ
ン
ツ
が
登

場
し
た
。
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
米
国
実

験
棟
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
内
の
観

測
窓
設
備
を
模
し
た
レ
プ
リ

カ

写
真

で
、
現
在
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
の
窓
越
し
に
流
星
を
観

測
し
て
い
る
本
学
惑
星
探
査

研
究
セ
ン
タ
ー
の
超
高
感
度

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
「
メ

テ
オ
」
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
地

球
を
見
下
ろ
し
観
測
す
る
様

子
を
臨
場
感
抜
群
の
〝
宇
宙

飛
行
士
目
線
〞
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
流
星
や
火
球
（
マ

イ
ナ
ス
三
等
級
以
上

の
非
常
に
明
る
い
流

星
）
の
ほ
か
、
地

球
の
夜
景
や
、
宇
宙

か
ら
見
る
雷
、
オ
ー

ロ
ラ
な
ど
、
実
際

に
撮
影
さ
れ
た
映
像

が
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

で
、
随
時
更
新
さ
れ

る
。

　
隣
接
ブ
ー
ス
に

は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
届

い
た
観
測
デ
ー
タ
が

記
録
さ
れ
た
ハ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
展
示
。

作
年
８
月
末
に
ス
ペ

ー
ス
Ｘ
ド
ラ
ゴ
ン
補

給
船
９
号
機
で
地
球

に
持
ち
帰
ら
れ
12
月

末
に
千
葉
工
大
に
届

い
た
。

㊤津田沼キャンパスで開かれたＯＢ・ＯＧ懇談会　㊦ 学生たちも真剣な表情

2017
3.15

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行



No.609 ２NEWS  C I T　　　　2017. 3. 15

　
計
測
自
動
制
御
学
会
の
第

17
回
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会(

Ｓ

Ｉ
２
０
１
６)

が
昨
年
12
月

15
〜
17
日
、
北
海
道
・
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
未
来
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
学
科
の
林
原
靖
男
教
授

と
南
方
英
明
教
授
、
未
来
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

(

ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ)

の
入
江
清
上
席

研
究
員
の
３
人
が
連
名
で
発

表
し
た
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
・
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ムCIT Brains

に
お
け
る
メ
カ
ト
ロ
教
育
」

が
優
秀
講
演
賞
を
受
賞
し

た
。

　
講
演
で
は
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ

で
開
発
す
る
自
律
型
の
サ
ッ

カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
に
求
め
ら
れ

る
技
術
が
非
常
に
高
く
、
さ

ら
に
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
を

紹
介
。
▽
短
期
間
に
開
発
す

る
た
め
、
外
部
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
力
を
借
り
な
が

ら
初
期
の
開
発
を
行
っ
た
こ

と
▽
プ
ロ
と
の
共
同
開
発
を

通
じ
て
学
生
が
多
く
の
こ
と

を
学
び
な
が
ら
も
、
技
術
レ

ベ
ル
の
あ
ま
り
の
高
さ
に
初

期
メ
ン
バ
ー
に
葛
藤
が
生
じ

た
こ
と
▽
そ
れ
を
次
の
世
代

が
引
き
継
ぎ
、
自
分
の
知
識

と
技
術
に
変
え
て
い
っ
た
過

程
▽
さ
ら
に
、
経
験
則
か
ら

研
究
へ
と
、
開
発
で
感
じ
た

疑
問
を
大
学
院
で
理
論
化
し

て
い
く
こ
と
で
、
世
界
大
会

で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
▽

学
ん
だ
学
生
が
後
輩
を
指
導

す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
は

現
在
39
人
に
ま
で
増
え
、
実

践
的
な
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
教

育
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
で
き

上
が
っ
た
こ
と
｜
｜
な
ど
を

紹
介
し
た
。 

　
林
原
教
授
は
「
本
学
の
教

育
活
動
が
評
価
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
素
直
に
う
れ
し

い
で
す
。
今
後
と
も
質
の
高

い
教
育
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

　
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
部
門
講
演
会
は
、
高

機
能
化
、
複
雑
化
す
る
シ
ス

テ
ム
の
諸
問
題
を
解
決
す
る

た
め
開
か
れ
て
い
る
。
領
域

は
ロ
ボ
ッ
ト
、
防
・
減
災
、

医
療
・
福
祉
、
環
境
、
人
間

機
械
系
、
情
報
・
メ
デ
ィ

ア
、
バ
イ
オ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い

る
。

ＳＩ2016で優秀講演賞
林原教授・南方教授・入江上席研究員

▼　ロボカップ・チームのメカトロ教育を紹介

　
日
本
建
築
学
会
の
２
０
１

６
年
度
大
会
・
学
術
講
演
会

(

昨
年
８
月
24
〜
26
日
、
福

岡
市
の
福
岡
大
・
七
隈
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催)

材
料
施
工

部
門
で
、
建
築
都
市
環
境
学

専
攻
修
士
２
年
の
梅
本
康
裕

さ
ん
、
同
１
年
の
佐
藤
光み

つ

輝き

さ
ん
、
和
田
渉
平
さ
ん
の
３

人(

い
ず
れ
も
石
原
沙
織
研

究
室)

が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

テ
ー
マ
を
発
表
。
若
手
優
秀

発
表
賞
に
決
ま
り
11
月
17

日
、
表
彰
状
が
届
い
た
。

　
若
手
優
秀
発
表
賞
は
若
手

に
よ
る
学
術
講
演
を
顕
彰
、

奨
励
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ

て
お
り
、
全
審
査
対
象
者
の

１
割
程
度
に
授
賞
し
て
い

る
。

　
３
人
の
受
賞
内
容
は
次
の

通
り
。

■
梅
本
康
裕
さ
ん

　「
ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防
水
層

の
立
上
り
部
に
お
け
る
施
工

工
程
種
別
が
施
工
時
間
と
膜

厚
に
及
ぼ
す
影
響
」

　
屋
上
の
ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防

水
層
立
ち
上
が
り
部
の
施
工

で
、
良
い
品
質
を
得
る
た
め

に
必
要
な
工
程
数
を
実
験
的

に
明
ら
か
に
し
た
。
当
時
学

部
４
年
生
だ
っ
た
後
輩
２
人

と
と
も
に
１
年
間
研
究
し
た

成
果
。
試
験
装
置
の
作
製
、

準
備
及
び
施
工
に
手
間
が
か

か
り
測
定
装
置
も
ア
ナ
ロ
グ

式
で
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。

　
梅
本
さ
ん
の
話
　
周
囲
の

方
々
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
賞
と
思
い
ま
す
。
石

原
先
生(

准
教
授)

を
は
じ
め

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
し
ま
す
。
社
会
人
に
な

っ
て
も
日
々
精
進
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

■

佐
藤
光
輝
さ
ん

　「
こ
け
ら
葺
き
屋
根
の
雨

水
排
水
性
能
に
及
ぼ
す
風
の

影
響
」

　
日
本
の
伝
統
的
屋
根
構
法

の
一
つ
、
こ
け
ら
葺
き
は
、

板
の
収
縮
や
摩
耗
で
漏
水
を

起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。
漏
水

防
止
の
た
め
、
目
視
で
葺
き

替
え
の
目
安
を
把
握
で
き
る

指
標
を
作
ろ
う
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
劣
化
状
態
の
こ
け
ら
葺

き
試
験
体
を
作
り
、
人
工
的

に
雨
を
降
ら
せ
て
雨
水
排
水

状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
の
話
　
研
究
を

進
め
る
に
あ
た
り
石
原
先
生

や
研
究
室
仲
間
の
ご
指
導
、

助
言
を
も
ら
い
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
の
力
を
借
り

て
の
受
賞
で
、
感
謝
を
伝
え

３
人
が
若
手
優
秀
発
表
賞

▼　

材
料
施
工
部
門
で
研
究
発
表

建都院生

た
い
で
す
。

■

和
田
渉
平
さ
ん

　「
視
覚
的
観
点
か
ら
み
た

ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防
水
に
お
け

る
ふ
く
れ
」

　
屋
上
の
ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防

水
層
に
は
、
ふ
く
れ
が
生
じ

る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
大
き

さ
や
数
に
よ
っ
て
は
、
人
は

不
快
と
感
じ
、
と
き
に
は
ク

レ
ー
ム
が
つ
い
て
再
施
工
が

必
要
と
な
る
。
建
物
使
用
者

の
観
点
か
ら
、
ど
の
程
度
の

ふ
く
れ
か
ら
視
覚
的
な
不
具

合
と
認
識
さ
れ
る
か
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
和
田
さ
ん
の
話
　
研
究
で

　
Ｂ
日
程
入
学
試
験
が
２
月

17
、
18
日
の
２
日
間
、
ま

た
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
利

用
入
学
試
験
（
中
期

本
学

試
験
な
し
）、
３
月
５
日
午

前
に
Ｃ
日
程
入
学
試
験
、
同

日
午
後
に
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
利
用
入
学
試
験
（
後
期
）

が
行
わ
れ
、
本
学
の
平
成
29

年
度
入
学
試
験
が
全
て
終
了

し
た
。

　
Ｂ
日
程
入
試
の
志
願
者
は

１
万
６
２
２
１
人
（
昨
年

度
よ
り
３
６
１
人
増
）。
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試

（
中
期
）
に
は
２
１
８
０
人

（
昨
年
よ
り
67
人
減
）、
Ｃ

日
程
入
試
に
は
４
１
９
９
人

（
昨
年
度
よ
り
２
５
４
人

減
）、
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試

（
後
期
）
に
は
１
４
７
２
人

（
昨
年
度
よ
り
１
５
７
人

減
）
が
志
願
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
本
学
総
志

願
者
数
は
７
万
６
０
１
１
人

（
昨
年
度
よ
り
２
１
８
１
人

減
）
と
い
う
結
果
に
留
ま
っ

た
が
、
一
般
入
学
試
験
志
願

者
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
今
年

は
９
位
と
な
っ
た
。

　
日
本
学
術
会
議
が
加
盟
す

る
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
（
ア
ジ
ア
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
科
学
協
会

連
合
）
の
31
人
が
３
月
３

日
、
本
学
・
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

視
察
し
た
。

　
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
、
Ｉ
Ａ
Ｐ

（
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
国
際

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
地
域
組

織
の
１
つ
と
し
て
、
特
に
ア

ジ
ア
・
南
洋
州
地
域
の
科
学

教
育
、科
学
・
工
学
分
野
で
の

女
性
の
活
用
促
進
や
健
康
、

食
糧
問
題
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
議
論
し
、
成
果
を

公
表
し
て
い
る
。
今
回
は
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
。

　
エ
リ
ア
Ⅰ
・
ロ
ボ
ッ
ト
ゾ

ー
ン
で
は
、
未
来
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ

Ｒ
ｏ
）
の
先
川
原
正
浩
室
長

が
ま
ず
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ

ト
を
説
明
、
各
種
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
実
演
を
交
え
紹
介

し
た
。

　
エ
リ
ア
Ⅱ
・
惑
星
ゾ
ー
ン

で
は
、
惑
星
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
の
荒
井

朋
子
上
席
研
究
員
が
、
流
星

観
測
「
メ
テ
オ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
展
示
や
カ
メ

ラ
を
説
明

写
真
、
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ

Ｓ
）
か
ら
戻
っ
て
き
た
観
測

デ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

な
ど
を
詳
細
に
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
希
望
者
に
先
川

原
室
長
が
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
製
作
の

ロ
ボ
ッ
ト
や
最
新
ロ
ボ
ッ
ト

事
情
の
動
画
を
紹
介
し
た
。

は
石
原
先
生
を
は
じ
め
、
建

築
学
会
の
ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防

水
層
ふ
く
れ
不
具
合
認
識
評

価
Ｗ
Ｇ(

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ)

の
方
々
か
ら
有
益
な

ご
意
見
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

し
た
。
受
賞
を
励
み
に
努
力

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
森
田
啓ひ

ら
く

・
先
進
工
学
部
教

授
（
教
育
セ
ン
タ
ー
体
育
教

室

写
真
）
が
、
昨
年
12
月

17
日
の
全
国
大
学
体
育
連
合

理
事
会
で
大
学
体
育
優
秀
教

員
賞
に
選
ば
れ
、
２
月
24

日
、
表
彰
状
が
届
い
た
。

　
大
学
体
育
連
合
は
、
大
学

体
育
の
教
育
方
法
を
研
究

し
、
優
れ
た
実
践
を
し
て
い

る
教
員
を
表
彰
、
公
開
し
て

い
る
。

　
千
葉
工
大
・
体
育
教
室
で

は
森
田
教
授
と
５
人
の
准
教

授
が
▽
各
種
ス
ポ
ー
ツ
種
目

の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
▽
春
・
夏

休
み
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
▽

身
体
と
健
康
の
科
学
▽
課
題

探
究
セ
ミ
ナ
ー
｜
｜
な
ど
を

開
講
し
て
い
る
。

　
森
田
教
授(

体
育
科
学
博

士)

は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
専
門
種
目
に

「
大
学
で
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
追

究
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

や
指
導
力
向
上
に
生
か
し
て

お
り
、
そ
の
活
動
ぶ
り
が
認

め
ら
れ
た
。

　
森
田
教
授
は
「
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
後
も

新
た
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

体
育
教
室
の
森
田
教
授

大
学
体
育
優
秀
教
員
賞

入江上席研究員 南方教授 林原教授

受賞した３人。（左から）和田さん、梅本さん、佐藤さん

本
学
志
願
者
７
万
６
０
１
１
人
29
年
度
入
試

２
千
余
人
減

エ
リ
ア
Ⅰ
・
Ⅱ
を
視
察

▼　

国
際
学
術
組
織
の
ア
ジ
ア
・
メ
ン
バ
ー
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

こ
と
で
、
革
新
的
な
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
産
み
出
す
仕
組

み
や
組
織
作
り
の
知
識
体
系

構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
当

初
は
研
究
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）

の
生
産
性
向
上
に
力
点
を
置

い
て
い
た
が
、
最
近
は
新
し

い
価
値
創
出
の
た
め
の
技
法

開
発
を
中
心
に
活
動
を
進
め

て
い
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は｢

共

創
す
る 

Ｒ
＆
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト｣

。
Ａ

Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
な
ど
の
先
端
Ｉ
Ｔ
技
術
を

フ
ル
活
用
し
、
供
給
者
と
顧

客
側
が
一
体
と
な
っ
て
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０(

第

４
次
産
業
革
命)

や
ソ
サ
イ

エ
テ
ィ
５
・
０(

日
本
政
府

が
進
め
る
ス
マ
ー
ト
社
会
計

画)

な
ど
の
経
済
・
社
会
面

に
お
け
る
大
変
革
を
実
現
し

よ
う
と
い
う
狙
い
だ
。

　
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
招
待

講
演
は
、
産
総
研
人
工
知
能

研
究
セ
ン
タ
ー
首
席
研
究
員

ラ
ム
」
を
結
成
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
ズ
マ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
文
科
省
の
科
研
費
な
ど
の

外
部
の
競
争
的
資
金
を
獲
得

す
る
た
め
に
、
研
究
者
同
士

の
情
報
交
換
を
密
に
し
て
、

結
束
を
強
め
る
の
が
狙
い
。

附
属
研
究
所
の
助
成
を
受
け

て
い
る
。

　
５
人
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
研
究
分

野
で
優
れ
た
成
果
を
上
げ
、

産
業
界
と
も
技
術
指
導
や
受

託
研
究
な
ど
で
密
接
な
関
係

を
構
築
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
異
な

る
分
野
の
研
究
者
が
横
断
的

に
集
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は

日
本
の
私
学
で
は
珍
し
い
。

　
４
人
の
研
究
発
表
は
次
の

通
り
。

　
▽
尾
上
教
授
　「
反
応
場

の
工
学
的
体
系
と
プ
ラ
ズ
マ

反
応
の
応
用
」

　
▽
小
田
教
授
　「
計
算
機

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

非
平
衡
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
の

解
析
」

　
▽
鈴
木
教
授
「
H2O
に
よ
る

N2
準
安
定
励
起
分
子
の
失
活

レ
ー
ト
係
数
」

　
▽
井
上
教
授
「
斜
入
射
ス

パ
ッ
タ
リ
ン
グ
法
に
よ
る
微

絨
毛
構
造
化
薄
膜
の
形
成
」

　
教
員
と
職
員
が
力
を
合
わ

せ
て
、
本
学
の
教
育
力
向
上

の
た
め
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
Ｆ
Ｄ(Fuculty 

Deveropment)

委
員
会
（
委

員
長
・
長
尾
徹
デ
ザ
イ
ン
科

学
科
教
授
）
主
催
の
講
演
会

が
２
月
22
日
、
津
田
沼
キ
ャ

ン
パ
ス
２
号
館
３
階
大
教
室

で
開
か
れ
た

写
真
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
小
宮

一
仁
学
長
は
「
今
回
が
第
３

回
と
な
る
こ
の
講
演
会
で

は
、
先
生
方
の
授
業
に
す
ぐ

に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
実

践
的
な
講
演
を
外
部
の
先
生

に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
職

員
の
皆
さ
ん
も
多
数
参
加
し

て
く
だ
さ
り
、
教
職
協
働
が

着
々
と
進
ん
で
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
」
と
、
会
場

を
埋
め
た
教
職
員
に
語
り
か

け
た
。

　
講
演
は
日
本
大
危
機
管

理
学
部
の
木
村
敦
准
教
授

に
よ
る
「
今
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

(Information and Commu

nication Technology)

を

活
用
し
た
授
業
改
善
〜
最
少

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
最
大
の
効
果

を
」。
木
村
准
教
授
は
前
任

校
の
東
京
電
機
大
で
Ｌ
Ｍ
Ｓ

（
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）
を
使
っ

て
授
業
改
善
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
論
文

が
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会

の
平
成
26
年
度
教
育
改
善
研

究
発
表
会
で
奨
励
賞
を
受
け

て
い
る
。

　
木
村
准
教
授
は
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
参
加
学
生
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
機
能
を
使
っ
て
収
集

し
、
学
修
プ
ロ
セ
ス
を
可

視
化
す
るe

‐ 　

Logbook

を

開
発
。
そ
の
内
容
を
表
計

算
ソ
フ
ト
のExcel

や
無
料

の
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ

Dropbox

を
使
っ
て
表
や
グ

ラ
フ
に
し
て
検
証
す
る
こ
と

で
、
学
生
の
授
業
満
足
度
ア

ッ
プ
や
協
調
学
習
に
お
け
る

欠
席
数
の
減
少
な
ど
を
も
た

ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
改
善

策
を
実
践
し
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
会
場
か

ら
「
学
生
の
積
極
的
な
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
を
促
す
た
め
の

動
機
付
け
は
？
」「
グ
ル
ー

プ
学
習
だ
と
、
積
極
的
に
議

論
に
参
加
す
る
学
生
と
消
極

的
な
学
生
に
分
か
れ
て
、
役

割
が
固
定
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
？
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
や
意
見
が
出

て
、
木
村
准
教
授
と
の
間
で

活
発
な
交
流
が
展
開
さ
れ

た
。

　
長
尾
教
授
の
話
　
本
学
の

Ｆ
Ｄ
活
動
は
他
大
学
に
比
べ

て
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お

り
、
教
職
員
の
意
識
も
盛
り

上
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
流
れ
に
乗
っ

て
、
大
学
院
Ｆ
Ｄ
の
充
実
や

教
職
協
働
の
中
で
の
Ｓ
Ｄ

(Staff 
Development)

活

動
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
授
業
改
善
を

▼　

Ｆ
Ｄ
講
演
会
で
日
大
准
教
授
が
講
演

　
産
業
界
や
官
界
、
地
域
社

会
な
ど
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
年
に
一
度
、
本
学
の
研

究
成
果
を
外
部
に
公
開
す
る

２
０
１
６
年
度
の「
産
官
学

連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
２
月

28
日
、
千
葉
工
業
大
学
産
官

学
連
携
協
議
会
の
会
員
企
業

や
大
学
院
生
・
学
部
生
な
ど

が
参
加
し
て
津
田
沼
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た

写
真
。

　
今
回
、
研
究
成
果
を
発
表

し
た
の
は
、
応
用
化
学
科
・

尾
上
薫
教
授
▽
電
気
電
子
工

学
科
・
小
田
昭
紀
教
授
▽
工

学
部
教
育
セ
ン
タ
ー
・
鈴
木

進
教
授
▽
先
端
材
料
工
学
科

・
井
上
泰
志
教
授
。
こ
れ
に

先
端
材
料
工
学
科
の
坂
本
幸

弘
教
授
（
産
官
学
連
携
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
長
）
を
加
え

た
５
人
で
昨
年
度
か
ら
学
内

組
織
「
プ
ラ
ズ
マ
・
フ
ォ
ー

プラズマ
研究成果

本
学
４
教
授
が
発
表

▼　

産
官
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

　
Ｐ
Ｍ
学
科
の
久
保
裕
史
教

授
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
る
「
Ｒ
＆
Ｄ 

Ｐ
Ｍ
研

究
会
」
が
２
月
14
日
、「
第

４
回
Ｒ
＆
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト(

Ｐ
Ｍ)

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
。
産
業
界
や
大
学
、

官
公
庁
な
ど
か
ら
満
席
の
80

人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
研
究
会
は
２
０
１
２

年
６
月
に
発
足
し
、
研
究
開

発
に
Ｐ
Ｍ
技
法
を
適
用
す
る

共
創
の
技
法
を
探
る

▼　

Ｐ
Ｍ
研
究
会

第
４
回
シ
ン
ポ
開
く

　
全
世
界
に
40
万
人
を
超
え

る
会
員
を
有
す
る
世
界
最
大

の
学
会
「
米
国
電
気
電
子
学

会
」（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）
の
日
本

で
の
活
動
が

60
周
年
を
迎

え
た
の
を
記

念
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
３
月

３
日
、
新
習

志
野
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催

さ
れ
、
世
界

最
先
端
の
頭

脳
が
本
学
に

集
結
し
た

写
真
。

　
参
加
者
は

米
国
か
ら
駆

け
付
け
た
カ
レ
ン
・
バ
ー
ト

ル
ソ
ン
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
米
国
本
部
の
理
事
会
役

員
、
日
本
が
所
属
す
る
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
各
国
に

あ
る
支
部
の
支
部
長
、
日
本

に
あ
る
９
支
部
に
所
属
す
る

大
学
教
員
や
研
究
者
、
学
生

な
ど
合
わ
せ
て
約
２
７
０

人
。

　
東
京
大
の
菅
野
卓
雄
名
誉

教
授
、
東
京
工
業
大
の
西
原

明
法
教
授
、
早
稲
田
大
の
津

田
俊
隆
教
授
な
ど
日
本
を
代

表
す
る
研
究
者
が
次
々
に
壇

上
で
あ
い
さ
つ
。
会
場
の
１

号
館
大
教
室
は
世
界
の
電
気

電
子
学
界
を
担
う
研
究
者
の

熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

運
営
組
織
の
理
事
会
が
３
月

４
日
か
ら
幕
張
メ
ッ
セ
で
開

催
さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
開

か
れ
た
。
会
場
に
新
習
志
野

キ
ャ
ン
パ
ス
が
選
ば
れ
た
の

は
、
情
報
工
学
科
の
佐
波
孝

彦
教
授
（
副
学
長
）
が
昨

年
、
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
東
京
支
部
の

理
事
を
務
め
た
こ
と
に
よ

る
。
佐
波
教
授
は
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
で
の
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
理
事

も
務
め
て
い
る
。

　
３
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の

菅
原
真
司
教
授
、
情
報
工
学

科
の
鎌
倉
浩
嗣
教
授
、
今
井

順
一
教
授
と
４
研
究
室
の
大

学
院
生
合
わ
せ
て
10
人
が
運

営
に
協
力
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
後
、
新
食
堂

棟
３
階
に
会
場
を
移
し
て
開

か
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

は
、
小
宮
一
仁
学
長
が
来
賓

と
し
て
招
か
れ
「
学
会
活
動

の
60
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
本
学
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
は
大
変
名
誉
あ
る
こ
と

で
す
。
学
会
の
発
展
を
心
よ

り
お
祝
い
し
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
、
カ
レ
ン
・
バ
ー
ト

ル
ソ
ン
会
長
ら
と
鏡
開
き
を

行
っ
た
。

世
界
の
頭
脳
　新
習
志
野
に

の
本
村
陽
一
氏
に
よ
る｢

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
に
お
け
る
人
工
知
能｣

。

「
製
品
（
モ
ノ
）
か
ら
経
験

価
値
（
コ
ト
）
へ
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
に
よ
る
循
環
型
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
実
現｣

の

重
要
性
と
、｢

Ａ
Ｉ
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
民
主
化
を
加

速
す
る｣

こ
と
を
分
か
り

や
す
く
解
説
。

　
２
人
目
の
招
待
講
演
者
は

三
菱
総
研
主
任
研
究
員
の
大

川
真
史
氏
。
同
氏
は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー｢

Ｉ
ｏ
Ｔ
ま
る
わ

か
り｣

の
著
者
。「
つ
な
が

る
社
会
で
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
開
発
の
進
め
方
」
と
題
し

て
、
従
来
と
は
全
く
発
想
が

異
な
る
開
発
法
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
を
交
え
な
が

ら
講
演
し
た
。

　
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
研
究
会
の
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
３
人
に
よ
る
研

究
成
果
の
発
表
。

　
最
初
は
（
株
）
リ
コ

ー
の
シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
、
清
田
守
氏
に

よ
る
「
魔
の
川
・
死
の

谷
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
海

を
越
え
る
Ｒ
＆
Ｄ 

Ｐ

Ｍ
」。
Ｒ
＆
Ｄ
の
現
場

で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら｢

使
え
る

Ｐ
Ｍ
技
法｣

を
確
立

し
、
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
い
る
。
同
氏
は
こ
の
研

究
成
果
を
博
士
論
文
に
ま
と

め
て
、
本
学
で
博
士
（
工

学
）
の
学
位
を
取
得
予
定
。

　
次
は
ネ
ク
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー

・
ア
ン
ド
・
リ
ソ
ー
ス
㈱
技

術
本
部
部
長
の
垣
本
隆
司
氏

に
よ
る
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

（
設
計
思
想
）・
ベ
ー
ス
の
Ｒ

＆
Ｄ 

Ｐ
Ｍ
共
創
戦
略
」。
真

の
顧
客
価
値
を
実
現
す
る
た

め
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
基

づ
い
て
戦
略
を
組
み
立
て
、

そ
れ
を
共
創
に
よ
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
た
め

の｢

見
え
る
化｣

技
法
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
３
番
目
は
ド
ア
ホ
ン
大
手

企
業
主
事
の
加
藤
勇
夫
氏
に

よ
る
「
変
化
に
強
い
Ｒ
＆
Ｄ

プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」。「
顧
客
の
視
点
」
と

「
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
」

を
同
時
に
も
つ｢

マ
ル
チ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム｣

に
つ
い
て
報

告
し
た
。

▼　
米
国
電
気
電
子
学
会

　
　
日
本
で
活
動
60
周
年

研究会であいさつする久保教授（右）
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デ
ザ
イ
ン
科
学
科
１
年
生

の
２
セ
メ
ス
タ
ー
の
必
修
科

目
「
創
造
工
学
基
礎
演
習

２
」
で
制
作
し
た
課
題
作
品

を
中
心
と
す
る
展
示
会
が
２

月
15
日
、
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ

ス
７
号
館
で
開
か
れ
た
。

　
授
業
は
八
馬
智
准
教
授
と

橋
本
都
子
教
授
が
担
当
し
、

課
題
は
「
ペ
ー
パ
ー
・
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」。

　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
身
近
に
あ

る
商
品
の
紙
製
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
分
析
。「
つ
く

る
人
」「
売
る
人
」「
買
う

人
」
の
関
係
を
意
識
し
て
、

商
品
そ
の
も
の
に
は
手
を
加

え
ず
に
「
コ
ン
セ
プ
ト
」
と

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
を
変
更

し
、
新
た
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

実
物
に
近
づ
く
よ
う
に
つ
く

る
こ
と
で
、
購
買
者
が
受
け

取
る
価
値
や
魅
力
の
再
構
築

を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　
作
品
を
出
展
し
た
の
は
、

有
志
の
１
年
生
27
人
と
２
年

生
14
人
。
お
菓
子
な
ど
の
食

品
や
日
用
雑
貨
、
文
房
具
な

ど
の
商
品
を
素
材
と
し
て
、

自
分
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
再
構

築
し
、
顧
客
層
を
具
体
的
に

想
定
し
て
、
自
分
な
り
の
新

た
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
た
。

　
こ
の
授
業
の
特
徴
は
、
５

〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
し
行
う
こ
と
。
こ
れ

に
よ
っ
て
学
生
た
ち
が
多
様

な
観
点
を
獲
得
し
な
が
ら
、

知
識
を
共
有
し
、
思
考
を
深

め
て
、
成
果
で
あ
る
作
品
の

質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
。

　
八
馬
准
教
授
は
「
デ
ザ
イ

ナ
ー
は
自
分
の
思
い
を
実
現

す
る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

の
で
は
な
く
、
他
者
が
欲
し

い
と
思
う
モ
ノ
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
こ
と
が
目
的
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
１
年
生
諸
君

に
こ
の
授
業
を
通
じ
て
理
解

し
て
も
ら
え
る
と
思
う
」
と

話
し
て
い
る
。

　
こ
の
作
品
展
に
は
、
長
尾

徹
教
授
が
担
当
す
る
「
デ
ザ

イ
ン
基
礎
２
」
の
受
講
生
有

志
７
人
も
「
見
て
美
し
く
、

持
っ
て
心
地
よ
い
と
思
う
形

状
」
と
い
う
課
題
で
制
作
し

た
作
品
を
出
展
し
た
。

　
ま
た
、
28
年
度
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ

も
の
づ
く
り
公
募
型
に
参
加

し
て
い
る
「
作
品
展
示
会
の

ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
グ

ル
ー
プ
（
代
表
・
鍜
治
本
碧

さ
ん

デ
ザ
科
２
年
）
が
、

会
場
設
営
や
ポ
ス
タ
ー
づ
く

り
な
ど
の
運
営
を
担
当
し

た
。

　
卒
業
を
控
え
た
デ
ザ
イ
ン

科
学
科
生
た
ち
が
開
く
恒
例

「
卒
業
研
究
展
」
が
２
月

５
、
６
日
の
２
日
間
、
津
田

沼
校
舎
２
号
館
・
４
号
館
で

開
か
れ
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
デ
ザ
イ
ン
の

根
」
｜
｜
２
０
１
６
年
度
、

16
研
究
室
が
、
デ
ザ
イ
ン
と

い
う
幅
広
い
領
域
に
張
り
巡

ら
せ
た
根
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
と
な
っ
て
表
れ
た
。

　
夢
を
現
実
の
形
に
、
と
生

活
、
生
産
、
環
境
な
ど
多
分

野
に
わ
た
り
ア
イ
デ
ア
を
満

載
し
た
作
品
。
独
自
の
視
点

か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
た
研
究

成
果
を
毎
年
、
学
内
は
じ
め

市
民
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
初
日
５
日
は
日
曜

で
、
卒
業
生
や
市
民
た
ち
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。
２
日

目
・
月
曜
に
は
教
職
員
ら
が

訪
れ
、
学
生
た
ち
の
集
大
成

を
丁
寧
に
見
て
回
っ
た
。

　
卒
業
展
は
、
コ
ン
セ
プ
ト

に
沿
っ
て
広
報
班
と
展
示
班

に
分
か
れ
、
運
営
に
向
け
て

作
業
し
て
き
た
。
広
報
班
は

〝
デ
ザ
イ
ン
の
根
〞
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
採
用
さ
れ
た
小
田

彩
花
さ
ん
、
菊
池
遥
人
さ
ん

（
と
も
に
赤
澤
智
津
子
研
）

を
中
心
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル

を
制
作
。
中
村
朋
子
さ
ん

（
長
尾
徹
研
）
が
ポ
ス
タ
ー

と
案
内
ハ
ガ
キ
を
担
当
し

た
。

　
展
示
班
は
青
嶋
広
輔
さ
ん

（
倉
斗
綾
子
研
）
と
小
池
剛

志
さ
ん
（
田
邉
里
奈
研
）
が

中
心
と
な
り
、
作
品
情
報
を

も
と
に
展
示
場
所
の
割
り
振

り
や
配
置
を
計
画
、
学
年
全

員
の
作
品
を
決
め
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
収
め
き
っ
た
。
パ

ネ
ル
展
示
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

段
ボ
ー
ル
（
プ
ラ
段
）
を
パ

　
船
橋
市
立
法
典
西
小
学
校

で
3
月
7
日
、
本
学
文
化
会

サ
ー
ク
ル
・
総
合
工
学
研
究

会
（
石
川
直
生
部
長

未
来

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
２
年
）

の
学
生
た
ち
に
よ
る
「
ロ
ボ

ッ
ト
操
縦
体
験
」
と
、
未
来

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
の
先
川
原

正
浩
室
長
に
よ
る
「
ロ
ボ
ッ

ト
講
義
」
が
開
か
れ
、
５
年

生
児
童
約
１
２
０
人
が
参
加

し
た
。

　
体
育
館
中
央
に
設
置
さ
れ

た
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
に

は
、
学
生
た
ち
自
慢
の
二
足

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
が
５
台
登
場

し
、
児
童
ら
に
囲
ま
れ
な
が

ら
ま
ず
は
自
己
紹
介
。
ま

た
、
各
自
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
特

徴
な
ど
を
説
明
し
た
。「
ロ

ボ
ッ
ト
操
縦
し
て
み
た
い

人
！
」
と
の
掛
け
声
で
、
操

縦
体
験
に
挑
戦
。
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
の
扱
い
方
を
教
わ
る

と
、
簡
単
な
操
作
で
ロ
ボ
ッ

ト
が
機
敏
に
動
き
、
児
童
ら

は
歓
声
を
上
げ
た
。
特
に
、

倒
れ
て
も
す
ぐ
に
起
き
上
が

る
様
子
に
驚
き
の
拍
手
が
起

き
た
。

　
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
バ
ト
ル

も
お
披
露
目
。
学
生
た
ち
の

真
剣
勝
負
に
、
応
援
の
声
が

響
い
た
。

　
続
い
て
先
川
原
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ

室
長
が
講
演
。
未
来
の
ロ
ボ

ッ
ト
社
会
が
ど
う
な
る
の

か
、
役
に
立
つ
最
新
ロ
ボ
ッ

ト
事
情
を
紹
介
し
た
。
ロ
ボ

ッ
ト
製
作
途
中
の
失
敗
動
画

集
を
公
開
す
る
と
児
童
、
教

員
た
ち
か
ら
笑
い
が
お
こ

り
、
終
始
に
ぎ
や
か
な
出
張

講
座
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
先
川
原
室
長
と

学
生
た
ち
は
分
か
れ
て
各
教

室
に
移
動
し
、
児
童
た
ち
と

給
食
を
と
っ
た
。
そ
の
間
も

質
問
が
飛
び
交
い
、
楽
し
い

時
を
過
ご
し
た
。

リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
挑
む

▼　
紙
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
デ
ザ
科
演
習　
作
品
展

多領域に根を張り

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
。
暗

室
も
整
備
す
る
な
ど
準
備
に

追
わ
れ
た
。

　
会
場
は
、
２
号
館
、
４
号

館
と
建
物
を
隔
て
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
来
場
者
の
動
線
を

意
識
し
た
配
置
が
な
さ
れ
、

メ
リ
ハ
リ
が
利
い
た
展
示
で

好
評
だ
っ
た
。

　
終
了
後
、
小
田
さ
ん
は

「
４
年
間
で
得
た
技
術
や
知

識
、
身
に
つ
け
た
感
覚
・
感

性
を
表
現
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

制
作
し
、
展
示
し
、
評
価
し

て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
ま
で
が

制
作
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
を
は
じ
め
大
勢
の

人
々
に
見
て
い
た
だ
い
て
意

見
を
交
わ
す
、
刺
激
あ
る
展

示
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
４
年
担

任
の
倉
斗
准
教
授
は
「
卒
業

研
究
は
自
分
だ
け
の
成
果
、

と
考
え
る
学
生
も
多
い
と
思

う
が
、
最
後
に
こ
の
展
示
会

の
企
画
、
準
備
、
実
施
を
通

し
て
自
分
た
ち
の
頭
の
中
に

あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ

を
、
全
員
で
協
力
し
て
リ
ア

ル
な
世
界
へ
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

す
る
こ
と
の
大
変
さ
を
知
っ

て
く
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ

の
学
科
で
学
ぶ
大
切
な
こ
と

の
１
つ
を
習
得
で
き
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話

し
て
い
る
。

かたち生み出す

▼　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科　
卒
展

開
く

法
典
西
小
に
ロ
ボ
出
張

▼　

総
工
研
が
操
縦
指
導
、先
川
原
室
長
が
講
義

総工研の部員たちを囲む法典西小５年生

ロボットの仕組みに興味津々

いろいろな展示方法で来場者の動線を工夫

実体験できる作品も多く並んだ

プラ段を生かした展示会場（２号館３階大教室）

暗室では会場のイメージががらりと変わる

先生からも貴重なアドバイスを受ける

フレキシブルワークスペースに並んだ作品の数々

作品のコンセプトを説明する学生
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

常にものづくりの実践を通し

て教育・研究指導を実施。先

生の姿を見て多くの学生が夢

と希望を抱いたという。

江
尻
　
英
治
（
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
・
教
授
）

　５回に及ぶブータン伝統住

居の測量で教員・学生にチー

ムの素晴らしさを教授。温和

な笑顔の裏には熱い情熱が。

小
泉

　
俊
雄
（
建
築
都
市
環
境
学
科
・
教
授
）

　物静かなたたずまいで先生

との橋渡しを。トレードマー

クのヒールで万里の長城に臨

んだ武勇伝は伝説に。

　いつもそばにいてくれたお

母さん。おおらかな優しさと

愛で、学生たちはもとより、

みんなを迎え入れてくれた。

関
上

　
悦
子
（
学
生
課

課
長
補
佐
）

　物静かで温厚。優しげなた

れ目もカメラを構えるとキリ

リ。千葉工大の歴史をいろい

ろな角度から残してくれた。

三
須
　
敏
行
（

総
務
部
付

事
務
職
員
）

　学生たちや教職員を、いつ

も温かい笑顔で見守り続けて

くれたラガーマン。フットワ

ークのよさはピカイチ。

酒
井
　
哲
朗
（
新
習
志
野
学
生
課

警
備
主
任)

職員（４人）

　面倒見がよく、全ての学生

の名前と顔を覚えて対話。今

でも多くの卒業生と親交が厚

いのは、先生の人柄ゆえ。

依
田

十
久
子
（

教
育
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

　ユーモアにあふれる半面、

研究への姿勢は厳しく熱く、

探求心旺盛。お茶目な行動に

驚かされる学生、数知れず。

荻
林

　
成
章
（
経
営
情
報
科
学
科
・
教
授
）

　常に冷静に対処する紳士。

学生の意見を尊重、的確な指

導は若い教員らの良い手本

に。ＰＭ導入時代の立役者！

五
百
井

俊
宏
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
・
教
授
）

教員（８人）

 ３月に定年を迎えられる教職員の皆さんを紹介します。

いろいろな思い出や学生たちへのエールなど、温かい言葉

を残してくださいました。 （敬称略）

定年退職される皆さん

　理論と実践に基づいた教育

研究に取り組む姿勢は学生や

若手教員に評判。先生の探究

心は退職後も続くでしょう。

土
屋
　
正
則
（

教
育
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

　研究室のモットーは「不言

実行、礼儀、規律」。先生の言

動には一切ブレがない。几帳

面なので研究室も常に奇麗。

篠
田

　
　
裕
（
建
築
都
市
環
境
学
科
・
助
教
）

　明るく誰にも平等に接する

先生。学生と対話による授業

が印象的。何事も恐れずチャ

レンジする姿を、皆が尊敬。

大
田
　
　
勉
（
経
営
情
報
科
学
科
・
教
授
）

教育・研究を十分に楽し
ませていただきました。
今後の大学の発展、卒業
生のご活躍を心から願っ
ています。

心身の

　健　康

43年間お世話になりまし
た。皆様のご活躍を願っ
ております。

―信用ある人間となれ―

学内外の多くの人の助け
がありました。
ありがとう！！

知識だけでなく、知識の
学び方、クリエイトの仕
方を学んでください。

素晴らしい指導教授と学
生に巡り会えました。心
より感謝申し上げます。

　　 自分らしく
ありがとうございました。

　何よりも健康を
長い間有難うございました。

宮
井

喜
久
江
（
学
務
課

事
務
職
員
）

ありがとうございました。

健康第一！

継続は力なり

　　　　感　謝
皆様のご指導・ご支援・
ご協力を得、有意義な勤
務が出来ました。ありが
とうございました。

依
田
教
授

荻
林
教
授

篠
田
助
教

江
尻
教
授

五
百
井
教
授

大
田
教
授

小
泉
教
授

思い出スナップ
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３月20日(月・祝）春分の日、22日（水）平成28年度学位記授与式、４月１日（土）平成29年度入学式

　
同
窓
会
は
新
卒
業
生
を
迎

え
、
８
万
４
２
０
０
名
に
な

り
ま
し
た
。
１
期
生
を
輩
出

し
た
昭
和
22
年
か
ら
今
年
９

月
で
70
年
。
大
学
も
５
月
に

は
創
立
75
周
年
を
迎
え
る
、

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で

す
。
平
成
元
年
以
降
の
同
窓

生
数
も
５
万
人
を
超
え
て
、

平
成
卒
の
活
躍
が
盛
ん
に
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
記
録
を
紐
解
く
と
、
創
立

時
に
は
、
大
正
生
ま
れ
の
学

生
へ
、
明
治
生
ま
れ
の
教
授

が
教
え
て
い
た
と
の
事
。
平

成
生
ま
れ
の
師
弟
誕
生
が
待

ち
望
ま
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
母
校
で
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
を
過
ご
し
た
思
い
を
、

次
の
世
代
へ
語
り
継
い
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
同
窓
会
で
も
、
卒

業
後
の
就
職
や
、
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
郷
里
に
戻
る
際
は
、
提

供
出
来
る
情
報
も
あ
り
ま
す

の
で
事
務
局
を
お
尋
ね
下
さ

い
。
ま
た
、
卒
業
後
に
、
母

校
を
訪
ね
た
い
時
、
い
つ
で

も
あ
な
た
の
帰
り
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
ご
父
母
の
皆
様

へ
、
４
月
か
ら
新
社
会
人
と

し
て
、
皆
様
が
勤
め
る
会
社

に
卒
業
生
が
入
ら
れ
た
際
は

企
業
人
と
し
て
活
躍
で
き
る

人
財
と
な
れ
ま
す
よ
う
、
お

力
添
え
を
、
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
同
窓
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
磯
海
　
善
隆

　
今
年
、
我
が
家
の
長
男
が

中
学
校
を
卒
業
し
、
一
足
早

く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
「
卒

業
式
」
に
出
席
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
毎
年
参
加
し

て
い
る
本
学
の
「
学
位
記
授

与
式
」
の
取
材
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
一
応
着
飾
っ
た

り
し
て
、そ
わ
そ
わ
（
笑
）。

お
決
ま
り
の
よ
う
な
「
寒
い

ね
ぇ
」「
早
か
っ
た
ね
ぇ
」

な
ど
と
仲
の
い
い
マ
マ
友
と

会
話
を
交
わ
し
、
寒
い
体
育

館
の
保
護
者
席
に
座
っ
た
。

受
付
で
手
渡
さ
れ
た
ピ
ン
ク

の
冊
子
が
、
式
次
第
で
な

く
、
息
子
か
ら
の
「
感
謝
の

手
紙
」
だ
と
気
づ
き
、
慌
て

て
開
い
て
み
る
と
「
炊
事
、

洗
濯
な
ど
を
、
い
つ
も
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い

っ
た
内
容
で
び
っ
し
り
と
埋

め
ら
れ
て
い
て
、
不
意
の
攻

撃
に
２
行
ほ
ど
読
ん
で
「
ダ

メ
だ
、
泣
い
て
し
ま
う
」

と
、
閉
じ
て
し
ま
っ
た
。

　
母
親
な
ら
当
た
り
前
と
思

っ
て
い
た
こ
と
に
、「
感
謝

し
て
る
よ
。
あ
り
が
と
う
」

っ
て
、
な
ん
だ
か
照
れ
く
さ

い
け
ど
嬉
し
い
も
の
だ
。

　
３
月
22
日
、
本
学
の
学
位

記
授
与
式
ま
で
あ
と
わ
ず

か
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、

普
段
は
恥
ず
か
し
く
て
言
え

な
か
っ
た
事
が
言
え
る
チ
ャ

ン
ス
到
来
！
　
４
年
間
分
の

感
謝
の
気
持
ち
を
、
ぜ
ひ
、

声
に
出
し
て
伝
え
よ
う
。
ご

卒
業
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
心
不
全
で
倒
れ
、
奇
跡
的

に
復
職
し
て
２
年
が
経
過
し

た
。
２
０
１
４
年
11
月
25
日

の
午
前
に
講
義
を
行
い
、
普

段
と
変
わ
ら
ぬ
研
究
室
生
活

を
過
ご
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
突
然
の
呼
吸
困
難
は
青
天

の
霹へ

き

靂れ
き

の
出
来
事
で
あ
っ

た
。
二
ヶ
所
の
病
院
で
冠
動

脈
の
閉
塞
に
対
す
る
応
急
措

置
お
よ
び
僧
帽
弁
置
換
、
冠

動
脈
バ
イ
パ
ス
の
緊
急
手
術

を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、

倒
れ
た
直
後
か
ら
４
週
間
の

記
憶
が
ま
っ
た
く
な
い
。

　
大
病
の
要
因
に
つ
い
て
は

「
健
康
に
対
す
る
過
信
と
生

活
習
慣
に
対
す
る
誤
解
」
と

い
う
看
護
師
さ
ん
表
現
に
つ

き
る
。
さ
ら
に
、
早
期
退
院

を
切
望
す
る
私
を
以
下
の
言

葉
で
諭
さ
れ
た
の
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。「
お
医
者
さ
ん
は

あ
な
た
の
病
気
と
向
き
合
っ

て
い
る
の
。
私
た
ち
は
あ
な

た
の
人
生
と
向
き
合
っ
て
い

る
の
。
ま
だ
ま
だ
退
院
さ
せ

る
訳
に
は
い
か
な
い
わ
」。

　
今
回
の
病
気
で
私
に
は
新

た
な
誕
生
日
が
で
き
た
。
意

識
が
復
活
し
た
12
月
19
日
で

あ
る
。
料
理
も
少
し
ず
つ
実

践
し
て
お
り
、
退
院
後
の
朝

食
は
毎
日
自
分
で
用
意
し
て

い
る
。
第
二
の
人
生
を
楽
し

む
こ
と
で
、
周
囲
の
皆
様
に

感
謝
と
御
礼
の
気
持
ち
を
表

し
た
い
。

　
応
用
化
学
科

　
　
　
　
　
　
尾
上
　
　
薫

　
文
化
会
天
文
研
究
部
（
舘

山
祥
之
部
長

金
融
・
経
営

リ
ス
ク
科
学
科
２
年
）
が
主

催
し
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や

天
体
観
測
を
楽
し
む
「
星
空

教
室
」（
習
志
野
市

教
育
委

員
会
共
催
）
が
３
月
４
日

の
土
曜
日
午
後
３
時
か
ら
、

習
志
野
市
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
ド
ー
ム
館(

旧
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
館

東
習
志
野
３
丁

目)

で
開
催
さ
れ
た
。

　
習
志
野
市
内
の
小
学
生
と

保
護
者
約
１
２
０
人
が
参

加
。
部
員
紹
介
後
、
前
半
は

星
座
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
取

り
上
げ
、
み
ん
な
で
星
座
早

見
盤
を
作
成
し
た
。

　
後
半
は
参
加
者
待
望
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
。
季
節

の
星
座
が
大
天
井
に
映
し
出

さ
れ
、
夜
空
の
美
し
い
星
々

に
親
子
た
ち
は
時
が
た
つ
の

も
忘
れ
た
様
子
。
そ
の
後
、

戸
外
に
出
て
望
遠
鏡
で
天
体

観
測
。
金
星
、
火
星
な
ど
の

惑
星
を
見
た
子
供
た
ち
は
大

は
し
ゃ
ぎ
。
保
護
者
た
ち
も

一
緒
に
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い

た
。

　
参
加
人
数
が
こ
れ
ま
で
で

最
多
の
約
１
２
０
人
と
多

く
、
１
年
生
部
員
の
中
に

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
の
に
苦
労
し
た
、
と

反
省
の
声
が
あ
っ
た
。

　
今
回
教
室
は
昨
年
10
月
、

前
部
長
の
土
佐
和
也
さ
ん

（
電
気
電
子
情
報
工
学
科
３

年
）と
小
山
大
輔
さ
ん(

同)

を
中
心
に
企
画
・
立
案
さ
れ

規
模
が
発
展
。
リ
ハ
ー
サ
ル

を
経
て
実
施
さ
れ
た
。

　
会
場
の
教
育
セ
ン
タ
ー
ド

ー
ム
館
は
平
成
22
年
に
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
休
止
。
投
影

機
材
は
利
用
で
き
ず
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
う
な
ど
し

て
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　
舘
山
部
長
は
「
慣
れ
な
い

場
所
で
の
大
規
模

イ
ベ
ン
ト
で
、
反

省
点
は
多
々
あ
り

ま
す
が
、
天
体
望

遠
鏡
を
の
ぞ
く
皆

さ
ん
の
笑
顔
を
見

て
安
心
し
ま
し

た
。
何
よ
り
部
員

一
同
が
楽
し
ん
で

終
了
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
た
。

今
後
も
定
期
的
な

星
空
観
測
教
室
開

催
を
目
標
に
、
内

容
の
充
実
や
部
員

育
成
に
力
を
入
れ

て
い
く
と
い
う
。

星
空
教
室
に
親
子
120
人

▼　
天
文
研
が
習
志
野
ド
ー
ム
館
で
開
催

　
平
成
28
年
度
「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
も

の
づ
く
り
作
品
発
表
会
」
が

３
月
１
日
、
津
田
沼
キ
ャ
ン

パ
ス
２
号
館
大
教
室
で
開
か

れ
、
参
加
30
作
品
の
中
か
ら

未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の

グ
ル
ー
プ
の
「
特
殊
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
の
製
作
」
が
最
優

秀
賞
に
、
５
作
品
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た

下
の
別
項
。

　
発
表
会
で
は
、
ま
ず
小
宮

一
仁
学
長
が
あ
い
さ
つ
で
昨

年
12
月
に
英
国
の
ハ
モ
ン
ド

財
務
相
が
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
展

示
さ
れ
て
い
る
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
の

最
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
視

察
に
訪
れ
た
こ
と
を
紹
介

し
、「
英
国
は
か
つ
て
高
性

能
の
自
動
車
を
作
る
独
自
の

技
術
を
持
っ
て
い
た
が
、
現

在
は
外
国
の
技
術
で
自
動
車

を
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
Ｅ

Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
決
め
て
、

改
め
て
工
業
力
を
伸
ば
す
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
同
様

に
資
源
に
乏
し
い
日
本
を
支

え
る
も
の
は
工
業
力
で
あ

り
、
皆
さ
ん
の
も
の
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
は
、
日
本
の

将
来
を
担
う
一
歩
で
す
」
と

語
り
か
け
た
。

　
今
回
発
表
さ
れ
た
の
は
、

学
生
自
身
の
発
案
に
よ
る

「
学
生
提
案
型
」
22
作
品

と
、
教
職
員
が
提
案
し
て
参

加
学
生
を
募
る
「
公
募
型
」

８
作
品
。

　
会
場
は
午
前
10
時
の
オ
ー

プ
ン
か
ら
発
表
グ
ル
ー
プ
の

熱
気
に
満
ち
、
参
加
学
生
た

ち
は
来
場
者
に
自
分
た
ち
の

作
品
を
熱
心
に
説
明
し
て
い

た
。
正
午
か
ら
は
壇
上
の
大

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
発
表
グ
ル
ー
プ
の
代
表

が
放
送
研
究
会
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ア
ー
に
自
分
た
ち
の
作
品

を
一
生
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
。

　
こ
の
後
、
参
加
者
と
見
学

者
の
投
票
で
最
優
秀
賞
と
優

秀
賞
を
選
び
、
最
優
秀
賞
は

小
宮
学
長
か
ら
、
優
秀
賞
は

「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
も
の
づ
く
り
・
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
代
表

の
石
塚
明
夫
デ
ザ
イ
ン
科
学

科
教
授
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
会
場
に
は
千
葉
工
大
産
官

学
連
携
協
議
会
の
会
員
企
業

の
赤
星
工
業
▽
ア
シ
ザ
ワ
・

フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
▽
キ
ー
ズ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
▽
し
の
は
ら

プ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
▽
タ
ツ
オ

カ
▽
フ
ジ
キ
ン
の
６
社
も
ブ

ー
ス
を
設
け
て
自
社
の
技
術

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
＊

　
閉
会
後
、
石
塚
教
授
か
ら

「
平
成
21
年
度
に
始
ま
っ
た

Ｃ
Ｉ
Ｔ
も
の
づ
く
り
は
、
８

回
目
の
今
回
を
も
っ
て
い
っ

た
ん
終
わ
り
に
な
る
」
と
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
石
塚
教
授

は
さ
ら
に
「
製
作
途
中
の
作

品
は
皆
さ
ん
の
手
元
で
完
成

さ
せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
皆

さ
ん
が
千
葉
工
大
で
学
ぶ
専

門
分
野
の
基
礎
づ
く
り
が
で

き
た
と
考
え
て
、
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
■

受
賞
作
品

　
◇
最
優
秀
賞
　
特
殊
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
の
製
作
（
学
生

責
任
者

井
口
挙
太
・
未
来

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

林
原
靖
男
・
同

教
授
）

　
◇
優
秀
賞
　
潜
水
ロ
ボ
ッ

ト
（
中
井
工
貴
・
電
気
電
子

情
報
工
学
科
、
東
山
幸
司
・

教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）
▽

吸
着
機
構
を
搭
載
し
た
壁
走

り
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
（
石
川

瑛
丈
・
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学
科
、
米
田
完
・
同
教
授
）

▽
日
本
古
来
の
伝
統
技
法
を

用
い
た
金
属
工
芸
（
瀧
口
瑛

介
・
先
端
材
料
工
学
科
、
小

澤
俊
平
・
先
端
材
料
工
学
科

准
教
授
）
▽
作
品
展
示
会
の

ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
公
募

型
、
鍜
治
本
碧
・
デ
ザ
イ
ン

科
学
科
、
八
馬
智
・
デ
ザ
イ

ン
科
学
科
准
教
授
、
田
邉
里

奈
・
知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

助
教
、
若
松
弘
樹
・
津
田
沼

学
生
課
）
▽
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
と
打
ち
上

げ
実
験
（
公
募
型
、
高
砂
民

明
・
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
、
和
田
豊
・
機
械
電
子
創

成
工
学
科
准
教
授
、
海
老
根

克
磨
・
入
試
広
報
課
）

最
優
秀
賞「
特
殊
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
」

■
　Ｃ
Ｉ
Ｔ
も
の
づ
く
り
作
品
発
表
会
　今
回
で
終
了
　

受賞した学生たち

発
表
会
の
会
場

作
品
の
説
明
を
受
け
る

㊤
星
座
早
見
盤
を
作
る

㊨
天
体
望
遠
鏡
を
の
ぞ
く


